
内 容
名称 アスタキサンチン [英]Astaxanthin [学名]-

概要 アスタキサンチンは、カロテノイドの⼀種で、主にエビ・カニなど甲殻類、サケ・
マスの⾝、タイ・コイの表⽪などに含まれる天然⾊素の⼀種である。エビなどの⾷
品中では、⼀般的にタンパク質と結合しているため、必ずしも⾚⾊を呈していると
は限らないが、70℃以上に加熱すると、タンパク質が変性してアスタキサンチンが
遊離するため、⾚⾊を呈するようになる。

法規・制度 ■⾷薬区分
・アスタキサンチン ヘマトコッカス藻の主成︓「医薬品的効能効果を標ぼうしな
い限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物
・既存添加物

ヘマトコッカス藻⾊素、ファフィア⾊素︓着⾊料

■海外情報
・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・C40H52O4、分⼦量 (MW) 596.85。融点215〜216℃。カニ、エビなどの甲殻類
に⾒出されるカロテノイドのひとつ。遊離の状態あるいはエステルとして存在する
ほか、タンパク質と結合して種々の⾊素タンパク質として存在する。これら⾊素タ
ンパク質はかなり不安定で、加熱、有機溶媒の作⽤によって容易に分解して⾚⾊に
変化する。

分析法 ・アスタキサンチンをLC-TurboISP-MS法により分析した報告がある
(PMID:10497943) 。
・アスタキサンチンおよびアスタキサンチンエステルをnegative ion LC- (APCI)
MS法により分析した報告がある (PMID:15186109) 。

項 ⽬
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

メタ分析
・2014年11⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験7報
について検討したメタ分析において、アスタキサンチンの摂取は、⾎中脂質 (TC、
HDL-C、TG (各7報) 、LDL-C (6報)) および⾎糖値 (3報) との関連は認められなか
った (PMID:25995739) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

＜眼＞
RCT︓国内
・コンピュータ作業者26名 (試験群13名、平均47.6±4.5歳、⽇本) への⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、アスタキサンチン5 mg/⽇、4週間摂取させ
たところ、疲れ⽬と視調節⼒の改善がみられた (2003196346) 。
・健康な被験者49名 (試験群39名、平均45.1±6.6歳、⽇本) への無作為化単盲検
⽐較試験において、アスタキサンチン2 mg、4 mg、または12mg/⽇を摂取させた
ところ、アスタキサンチン4 mg、または12 mg/⽇摂取群では、裸眼視⼒の改善と
調節緊張時間の短縮がみられた (2004283787) 。
・眼精疲労を訴える健康な成⼈30名 (試験群20名、23〜49歳、⽇本) 、または40
名 (試験群20名、32.4±6.4歳、⽇本) 、59名 (試験群31名、37.1±5.8歳、⽇本)
を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ヘマトコッカス藻由来
のアスタキサンチンを6〜12 mg/⽇、4週間摂取させたところ、6 mg/⽇以上摂取
すると、眼精疲労度検査における調節機能の向上および⾃覚症状の改善が認められ
た (2005196382) (2005262889) (2006128637) 。
・健康な⼥性10名 (18〜21歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオーバープラセ
ボ対照試験において、ヘマトコッカス藻由来のアスタキサンチン6 mg/⽇を14⽇間
摂取させたところ、視作業負荷による調節機能低下と疲労の⾃覚症状の抑制が認め
られた (2006231858) 。
・健康な成⼈36名 (試験群18名、平均40.6±11.0歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検
プラセボ対照試験において、アスタキサンチンを6 mg/⽇、4週間摂取させたとこ
ろ、網膜⽑細⾎管⾎流量の増加が認められた (2005196381) 。

＜その他＞
RCT︓国内
・健康な中⾼年96名 (45〜64歳、試験群64名、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為
化プラセボ対照試験において、ヘマトコッカス藻由来のアスタキサンチン6 mg/⽇
または12 mg/⽇を12週間摂取させたところ、認知機能に影響は認められなかった
(PMID:22962526) 。
・健康な成⼈54名 (試験群25名、平均45.8±10.5歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、パラコッカス菌由来アスタキサンチン抽出物
ゼリー30 g×2回/⽇ (1％アスタキサンチン粉末1200 mg/⽇含有) を8週間摂取さ
せたところ、気分の評価 (POMS2) に影響は認められなかった
(PMID:32231404) 。
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・もの忘れを⾃覚する健康な成⼈34名 (試験群16名、平均54.2±6.8歳、⽇本) を
対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝⾷前または朝⾷後にヘ
マトコッカス藻由来のアスタキサンチンを9 mg/⽇、12週間摂取させたところ、総
合記憶⼒の改善が認められた (2020205657) 。
RCT︓海外
・⼿根管症候群の患者63名 (試験群32名、平均49歳、カナダ) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、添え⽊による固定とともに、アスタキサン
チン4 mg/⽇を9週間摂取させたところ、症状の改善に影響は認められなかった
(PMID:23449748) 。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT︓国内
・紫外線感受性が中程度または⾼度の健康な成⼈22名 （試験群11名、平均
43.2±6.6歳、⽇本） を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、
ヘマトコッカス藻由来のアスタキサンチン4 mg/⽇を9週間摂取させたところ、最
⼩紅斑量の増加が認められた (PMID:29941810) 。
・肌のくすみや衰えが気になる健康な成⼈⼥性20名 (試験群10名、平均41.1±5.0
歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アスタキサ
ンチン3 mg/⽇を8週間摂取させたところ、⽪膚⽔分量の増加、⽪膚⽔分蒸散量の
抑制、紅斑、⽪膚粘弾性R7、顔⾯画像解析8項⽬中1項⽬ (キメ) で改善が認められ
た。⼀⽅、⾊差、メラニン、⽪膚粘弾性R2、キメレプリカ解析によるキメに影響は
認められなかった (2017062245) 。
・健康な成⼈男性36 名 (20〜60 歳、試験群18 名、⽇本) を対象とした⼆重盲検無
作為化プラセボ対照試験において、アスタキサンチン6 mg/⽇を6週間摂取させた
ところ、シワ (シワ総⾯積、シワ総体積) の改善、⽪膚弾⼒性の増加、⽪膚⽔分蒸散
量の抑制が認められた。⼀⽅、頬の⽪膚⽔分量、⽪脂に影響は認められなかった
(PMID:22428137) 。
RCT︓海外
・⾃転⾞競技選⼿31名 (試験群16名、平均24.5±3.9歳、オランダ) を対象とした
⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アスタキサンチン20 mg/⽇を4週間
摂取させたところ、60分間⾃転⾞運動による⾎清⼼筋トロポニンT、クレアチンキ
ナーゼ、⾼感度CRPの変化に影響は認められなかった (PMID:24260184) 。
・⾃転⾞競技選⼿31名 (試験群16名、平均24.5±1.0歳、オランダ) を対象とした
⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アスタキサンチン20 mg/⽇を4週間
摂取させたところ、60分間⾃転⾞運動によるエネルギー消費量、⾎漿抗酸化能、脂
質燃焼率、運動パフォーマンスに影響は認められなかった (PMID:23274592) 。
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